


要約:新生児集中治療室を退院した慢性肺障害の児の重症度の評価をするために、超音波

をもちいて肺高血圧の重症度をスコアー化した。肺高血圧スコアーの算定にもちいた 6項

目の測定値(RSTI,AT/ET,RVAW/LVPW(d),RVAW/LVPW)(s)，P/A，T/M)について各項目のカッ

トオフポイントの妥当性を検討するため、慢性肺障害のない肺高血圧を合併していないと

思われる児(1 ヵ月から 4才)を対象に正常値を設定した。RSTI を除いた 5項目は正規分布

を示し、カットオフポイントは M-2SD または M+2SD で設定できた.RSTI については心搏に

よる補正が必要とおもわれた。なお暦年令 7ヵ月以下は生埋的肺高血圧の残存に個人差が

あるため今回の正常値の対象からはずした。7 ヵ月以下の正常値は月令ごとにだしていく

必要があるとおもわれる。


